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杉

浦 

楓

太 
 

文

学

部

国

文

学

科

国

文

学

専

攻 

四

年   

【

研

究

発

表

題

目

】 

澁

澤

龍
彥

「

う

つ

ろ

舟

」

に

お

け

る

ミ

ソ

ジ

ニ

ー 

―

―

一

九

八

〇

年

前

後

の

女

性

を

め

ぐ

る

社

会

状

況

と

比

較

し

て

―

― 

 

【

発

表

要

旨

】 

澁

澤

龍

彥

「

う

つ

ろ

舟

」

は

「

海

燕

」

一

九

八

四

年

九

月

号

に

掲

載

さ

れ

た

短

編

小

説

で

あ

る

。
「

う

つ

ろ

舟

」

は

、

三

つ

の

掌

編

を

結

ぶ

こ

と

で

、

一

つ

の

短

編

と

し

て

成

立

し

て

い

る

幻

想

譚

で

あ

る

。

各

掌

編

は

主

人

公

が

不

思

議

な

法

文(

ほ

う

も

ん)

を

聞

く

点

で

共

通

し

て

い

る

が

、

直

接

的

な

関

連

は

薄

い

。

大

き

く

紙

幅

が

割

か

れ

て

い

る

掌

編

は

女

性

が

男

性

を

翻

弄

す

る

も

の

で

あ

る

。
「

う

つ

ろ

舟

」

に

澁

澤

の

遺

作

『

高

丘

親

王

航

海

記

』

に

通

じ

る

「

消

滅

」

の

モ

チ

ー

フ

が

あ

る

こ

と

を

指

摘

す

る

評

論

は

少

な

く

な

い

が

、

短

編

と

し

て

の

「

う

つ

ろ

舟

」

を

中

心

に

論

じ

た

学

術

的

な

文

献

は

管

見

の

限

り

二

篇

の

み

で

あ

る

。 

「

う

つ

ろ

舟

」

が

発

表

さ

れ

る

約

三

年

前

の

一

九

八

一

年

に

は

女

子

差

別

撤

廃

条

約

が

発

効

さ

れ

、

日

本

は

八

五

年

に

同

条

約

を

批

准

し

た

。

そ

の

一

方

で

、
「

う

つ

ろ

舟

」

か

ら

は

男

性

中

心

主

義

的

な

イ

デ

オ

ロ

ギ

ー

を

読

み

取

る

こ

と

が

で

き

る

。

従

来

、

澁

澤

の

持

つ

ミ

ソ

ジ

ニ

ー

に

は

批

判

が

な

さ

れ

て

き

た

が

、

小

説

作

品

を

個

別

具

体

的

に

論

じ

る

ま

で

に

は

至

っ

て

い

な

い

。 

本

発

表

で

は

「

う

つ

ろ

舟

」

に

お

け

る

ミ

ソ

ジ

ニ

ー

を

抽

出

す

る

と

同

時

に

、

一

九

八

〇

年

前

後

の

女

性

を

め

ぐ

る

社

会

的

な

背

景

の

中

で

、
「

う

つ

ろ

舟

」

が

ど

の

よ

う

な

位

置

づ

け

に

あ

る

か

を

考

察

す

る

。

る

。 
 



 

4 

 

楊 

意

心 
 

文

学

研

究

科

国

文

学

専

攻

博

士

後

期

課

程 

満

期

退

学  

【

研

究

発

表

題

目

】 

明

治

時

代

後

期

の

「

断

り

」

表

現

―

金

色

夜

叉

を

中

心

に

― 

 

【

発

表

要

旨

】 

 

本

稿

で

は

日

本

語

に

お

け

る

対

人

配

慮

表

現

を

歴

史

的

に

明

ら

か

に

す

る

き

っ

か

け

と

し

て

、

明

治

時

代

後

期

の

小

説

に

お

け

る
「

断

り

表

現

」
に

着

目

し

、
現

代

語

に

お

け

る
「

断

り

表

現

」
と

対

比

を

し

な

が

ら

、
当

時

の
「

断

り

表

現

」
を

調

査

し

、
分

析

す

る

こ

と

を

目

的

と

す

る

。

具

体

的

に

は

『

金

色

夜

叉

』

の

中

に

あ

っ

た

断

り

の

場

面

の

調

査

を

中

心

と

し

、

明

治

三

十

年

代

か

ら

の

「

断

り

表

現

」

を

考

察

し

た

い

。 

 

『

金

色

夜

叉

』

は

尾

崎

紅

葉

の

代

表

作

で

あ

り

、

明

治

の

小

説

で

尤

も

大

衆

に

愛

読

さ

れ

た

も

の

と

も

言

わ

れ

て

い

る

。

読

売

新

聞

に

は

明

治

三

十

年

か

ら

三

十

六

年

ま

で

断

続

的

に

連

載

さ

れ

た

。

単

行

本

は

春

陽

堂

か

ら

続

々

編

（

三

十

八

年

）

に

は

新

続

編

が

含

ま

れ

て

刊

行

さ

れ

た

。

そ

の

た

め

、

明

治

三

十

年

始

め

か

ら

の

凡

そ

８

年

間

の

雅

俗

折

衷

文

に

お

け

る

「

断

り

表

現

」

を

明

ら

か

に

す

る

こ

と

が

で

き

る

と

考

え

ら

れ

る

。
今

ま

で

、
対

人

配

慮

表

現

の

一

環

と

し

て
「

断

り

」
に

注

目

し

た

も

の

に

、
森

山

卓

朗

の
「

断

り

」
の

方

策

が

類

型

化

を

行

っ

て

い

る

。
ま

た

尾

崎

喜

光

は
「

断

り

」
の

場

面

で

期

待

さ

れ

る

典

型

例

：

詫

び

、
理

由

説

明

、

断

り

の

述

部

と

い

う

３

要

素

を

基

準

し

、

類

型

化

し

て

い

る

。

森

山

と

尾

崎

の

類

型

化

を

参

考

に

し

な

が

ら

、

本

稿

で

も

明

治

時

代

後

期

に

「

断

り

」

表

現

が

ど

の

よ

う

に

構

成

さ

れ

て

い

た

の

か

を

考

察

し

た

い

。 
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西

村 

雪

野 
 

文

学

研

究

科

国

文

学

専

攻

博

士

後

期

課

程 

二

年  

【

研

究

発

表

題

目

】 

「

名

付

け

」

の

考

察

か

ら

見

え

る

表

現

規

制 

―

―

『

常

陸

国

風

土

記

』

を

中

心

と

し

て 

 

【

発

表

要

旨

】 

行

政

文

書
「

解

」
で

あ

る

風

土

記

に

は

、
数

多

く

の

地

名

起

源

譚

が

記

載

さ

れ

て

い

る

。
和

銅

六

年

下

命

の
「

好

字

を

つ

け

よ

」

と

い

う

要

求

を

容

れ

た

か

ら

か

、

改

名

記

事

が

見

ら

れ

、

ま

た

、

実

際

に

使

用

さ

れ

て

い

る

地

名

と

は

異

な

る

地

名

の

記

載

も

あ

る

。
「
風

土

記

」
と

一

括

り

に

さ

れ

る

が

、
現

存

す

る

五

風

土

記

は

、
成

立

事

情

、
編

述

者

、
表

現

の

特

徴

な

ど

が

一

様

で

は

な

い

。

地

名

起

源

に

は

、

神

、

天

皇

、

人

を

起

源

と

す

る

も

の

が

あ

り

、

そ

の

割

合

も

各

風

土

記

で

異

な

る

。

ま

た

、
『

常

陸

国

風

土

記

』

に

は

、
恭

順

し

な

い

異

族

起

源

の

地

名

も

あ

り

、
同

一

の

地

名

に

複

数

の

起

源

譚

を

記

載

し

て

い

る

記

事

も

あ

る

。
『

常

陸

国

風

土

記

』
に

は

、
編

述

者

が

、
中

央

政

府

側

の

役

人

で

あ

る

ゆ

え

に

表

現

に

規

制

を

か

け

つ

つ

も

、
一

方

で

は

、
そ

の

枠

か

ら

逸

脱

し

、

在

地

の

も

の

へ

の

心

寄

せ

を

、

無

意

識

的

に

漏

ら

し

た

の

で

は

と

思

わ

れ

る

部

分

も

あ

る

。
「

名

付

け

」

と

い

う

行

為

は

、

創

造

そ

の

も

の

で

あ

り

、

古

代

人

に

と

っ

て

は

重

要

で

あ

っ

た

。

名

を

つ

け

変

え

る

こ

と

や

名

付

け

の

プ

ロ

セ

ス

を

改

竄

す

る

こ

と

な

ど

は

、
権

力

が

人

々

を

支

配

す

る

た

め

の

ツ

ー

ル

で

あ

る

。
『
常

陸

国

風

土

記

』
の

名

付

け

に

お

け

る

見

え

ざ

る

規

制

や

逸

脱

を

、
『
古

事

記

』
『

日

本

書

紀

』

他

風

土

記

と

の

異

同

も

視

野

に

入

れ

つ

つ

考

察

す

る

。 
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張 

三

妮 
 

文

学

研

究

科

中

国

学

専

攻

博

士

後

期

課

程 

二

年  

【

研

究

発

表

題

目

】 

清

末

中

国

対

日

教

育

視

察

と

日

本

側

の

対

応 
 

―

呉

汝

綸

と

伊

澤

修

二

の

資

料

を

中

心

に

― 

 

【

発

表

要

旨

】 

清

末

中

国

に

お

け

る

国

文

教

育

制

度

の

構

築

が

日

本

を

モ

デ

ル

と

し

て

構

想

さ

れ

た

こ

と

は

そ

の

歴

史

的

経

緯

に

明

ら

か

で

あ

る

。

制

度

構

築

初

期

の

重

要

人

物

で

あ

る

京

師

大

学

堂

総

教

習

呉

汝

綸

に

着

目

し

、

彼

の

日

本

視

察

、

特

に

こ

の

視

察

に

対

す

る

伊

澤

修

二

を

は

じ

め

と

す

る

日

本

側

の

働

き

か

け

と

、

そ

れ

を

受

け

入

れ

た

中

国

側

の

動

き

を

丹

念

に

分

析

は

こ

れ

ま

で

あ

ま

り

行

わ

れ

て

い

な

い

、

新

し

い

観

点

で

あ

る

。 

呉

の

日

本

視

察

を

契

機

と

し

て

、

日

本

側

の

動

き

と

し

て

は

日

本

の

教

育

界

が

中

国

の

教

育

普

及

に

関

心

を

持

つ

よ

う

に

な

り

、

中

国

の

教

育

普

及

事

業

を

啓

発

で

き

る

態

勢

を

整

え

よ

う

と

し

た

。

伊

澤

は

泰

東

同

文

局

や

漢

字

統

一

会

を

設

立

し

、

書

籍

出

版

や

漢

字

の

音

韻

研

究

等

を

行

っ

た

。

一

方

、

呉

は

日

本

の

教

育

情

報

を

収

集

・

検

討

し

、

中

国

の

言

語

統

一

に

よ

る

「

愛

国

心

の

育

成

」

を

目

的

と

し

、

こ

れ

に

加

え

て

読

経

教

育

を

強

化

し

、

後

の

学

制

制

定

に

反

映

し

て

い

っ

た

。

中

国

の

国

文

教

育

の

成

立

過

程

が

中

日

双

方

の

相

互

関

係

に

よ

っ

て

生

み

出

さ

れ

た

歴

史

的

成

果

で

あ

る

こ

と

を

解

明

し

た

こ

と

は

、

日

中

教

育

交

流

史

研

究

及

び

中

国

教

育

史

研

究

に

お

け

る

新

た

な

知

見

と

し

て

価

値

が

あ

る

。 
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鈴

置 

拓

也 
 

文

学

研

究

科

中

国

学

専

攻

博

士

前

期

課

程 

二

年   

【

研

究

発

表

題

目

】 

林

鶴

梁

の

文

章

観 

 

【

発

表

要

旨

】 

林

鶴

梁

（

一

八

〇

六

～

一

八

七

八

）

は

江

戸

時

代

の

儒

学

者

で

あ

る

。

名

は

戇

、

通

称

は

伊

太

郎

、

字

は

長

孺

、

鶴

梁

と

号

す

。

文

化

三

年

に

上

州

高

崎

で

生

ま

れ

、

文

化

十

四

年

頃

江

戸

に

出

て

佐

藤

一

斎

・

松

崎

慊

堂

ら

に

学

ん

だ

。

著

作

と

し

て

は

『

鶴

梁

文

鈔

』
『

同

続

編

』

な

ど

が

あ

り

、

ま

た

日

記

も

残

さ

れ

て

い

る

。 

鶴

梁

は

幕

臣

と

し

て

勤

め

た

一

方

で

、
『

鶴

梁

文

鈔

続

編

』

の

序

文

で

森

田

節

斎

に

「

君

文

、

譬

如

長

江

大

河

波

瀾

洶

湧

、

可

驚

可

喜

、

非

学

有

淵

源

、

安

能

至

此

乎

」

と

評

価

さ

れ

る

な

ど

、

幕

末

明

治

期

に

は

文

章

家

と

し

て

も

名

を

馳

せ

て

い

た

。 

鶴

梁

に

関

す

る

研

究

と

し

て

は

、

坂

口

筑

母

氏

『

小

伝

林

鶴

梁

』

な

ど

い

く

つ

か

の

研

究

が

あ

る

も

の

の

、

管

見

の

及

ぶ

限

り

で

は

彼

の

文

章

観

を

深

く

考

察

し

た

も

の

は

見

当

た

ら

な

い

。

し

か

し

、
『

鶴

梁

文

鈔

』

及

び

『

乙

巳

稿

』

な

ど

の

資

料

か

ら

は

彼

の

文

章

観

や

当

時

の

文

章

界

に

対

す

る

批

判

を

読

み

取

る

こ

と

が

で

き

、

こ

れ

に

よ

っ

て

鶴

梁

の

文

章

が

幕

末

明

治

期

に

好

ま

れ

た

理

由

を

伺

う

こ

と

が

で

き

る

。 

よ

っ

て

本

発

表

で

は

ま

ず

、

鶴

梁

の

生

き

た

幕

末

明

治

期

の

文

章

界

の

思

潮

を

確

認

し

、

そ

の

中

で

形

成

さ

れ

て

い

っ

た

彼

の

学

問

、

特

に

文

章

観

の

形

成

過

程

に

つ

い

て

明

ら

か

に

す

る

。

次

に

鶴

梁

の

文

章

観

に

つ

い

て

、
『

鶴

梁

文

鈔

』

な

ど

彼

の

著

作

か

ら

読

み

取

る

こ

と

で

明

ら

か

に

し

、

彼

の

文

章

観

が

同

時

代

の

文

章

界

の

思

潮

の

中

で

ど

の

立

場

よ

り

発

せ

ら

れ

た

も

の

で

あ

っ

た

の

か

を

考

察

し

て

い

く

。
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柳

田 

賢 
 

 

文

学

研

究

科

中

国

学

専

攻

博

士

前

期

課

程 

二

年   

【

研

究

発

表

題

目

】 

「

天

命

図

説

」

を

巡

る

諸

問

題

―

四

端

七

情

論

弁

を

め

ぐ

っ

て 

 

 

【

発

表

要

旨

】 

朝

鮮

朝

時

代

の

李

滉

（

号

は

退

渓

、

一

五

〇

一

―

一

五

七

〇

年

）

は

、

中

国

か

ら

移

入

さ

れ

た

朱

子

学

を

、

朝

鮮

独

自

に

深

化

さ

せ

た

人

で

あ

る

。

特

に

、

奇

大

升

（

号

は

高

峯

、

一

五

二

七

―

一

五

七

二

）

と

の

間

で

交

わ

さ

れ

た

四

端

七

情

論

弁

は

、

朝

鮮

儒

学

史

上

に

お

い

て

最

大

と

さ

れ

る

論

争

と

な

っ

た

。 

 

そ

の

や

り

と

り

の

始

ま

り

と

な

る

材

料

と

な

っ

た

「

天

命

図

」
・
「

図

説

」

は

、

も

と

鄭

之

雲

（

字

は

静

而

、

号

は

秋

巒

、

一

五

〇

九

―

一

五

六

一

）

に

よ

っ

て

作

成

さ

れ

、

鄭

之

雲

の

依

頼

に

よ

り

李

滉

が

図

に

修

正

を

加

え

た

も

の

で

あ

る

。

こ

の

図

は

、

朱

子

学

の

理

気

論

に

基

づ

き

つ

つ

、
「

天

命

」

と

「

人(

ひ

と)
 

物(

も

の)
 

性(

せ

い)

」

の

関

係

を

図

式

化

し

、

論

理

の

展

開

を

図

っ

て

い

る

。 

 

こ

れ

以

前

の

中

国

元

明

時

代

お

よ

び

朝

鮮

朝

時

代

に

は

、

図

説

に

よ

る

朱

子

学

解

説

が

多

く

作

成

さ

れ

た

。

李

滉

に

は

他

に

も

、
「

聖

学

十

図

（

大

学

図

、

西

銘

図

、

小

学

図

、

白

鹿

洞

規

図

等

）
」

な

ど

、

学

び

や

心

の

在

り

方

な

ど

を

図

式

化

し

表

現

す

る

こ

と

を

多

く

行

っ

て

い

る

。 

本

発

表

で

は

、

主

と

し

て

「

天

命

図

説

」

四

端

七

情

論

弁

に

焦

点

を

当

て

て

、

こ

う

し

た

、
「

思

考

を

図

式

化

し

表

現

す

る

」

こ

と

の

意

義

に

つ

い

て

、

検

討

し

て

い

き

た

い

。 
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有

永 

真

瑞 
 

文

学

研

究

科

中

国

学

専

攻

博

士

後

期

課

程 

一

年 

 

【

研

究

発

表

題

目

】 

『

管

子

』

註

釈

類

小

考 

―

『

管

子

集

校

』

採

録

註

釈

を

中

心

に

― 

 

【

発

表

要

旨

】 

『

管

子

』

は

、

全

八

十

六

篇

か

ら

成

る

先

秦

諸

子

の

思

想

書

で

あ

る

。

そ

の

内

容

は

管

仲

の

自

著

と

は

み

ら

れ

ず

、

版

本

の

状

態

や

成

立

年

代

が

不

明

瞭

で

、

文

字

の

混

乱

が

多

い

こ

と

か

ら

、
『

管

子

』

は

特

に

難

読

の

書

と

し

て

扱

わ

れ

た

。 

そ

の

中

で

、

一

九

五

六

年

に

郭

沫

若

ら

に

よ

っ

て

刊

行

さ

れ

た

『

管

子

集

校

』

は

、

刊

行

当

時

ま

で

の

関

連

註

釈

を

選

び

取

り

、

通

読

に

益

す

る

校

勘

を

施

し

た

も

の

で

あ

る

。

こ

の

書

の

刊

行

に

よ

っ

て

、
『

管

子

』

が

有

す

る

、
「

文

字

の

誤

り

や

混

乱

が

多

い

こ

と

」

に

よ

る

問

題

点

は

飛

躍

的

に

改

善

さ

れ

た

。 

し

か

し

、
『

集

校

』

は

通

読

に

簡

便

で

あ

る

反

面

、

本

文

の

語

句

を

抜

粋

し

、

編

者

が

必

要

だ

と

判

断

し

た

註

釈

の

み

を

掲

載

す

る

と

い

う

特

徴

を

有

す

る

た

め

、

そ

の

註

釈

が

原

著

で

は

ど

の

よ

う

な

文

脈

で

な

さ

れ

、
『

管

子

』

の

主

題

を

如

何

に

考

え

て

示

さ

れ

た

も

の

で

あ

る

か

が

不

明

瞭

で

あ

る

例

が

頗

る

多

い

。 

そ

れ

に

も

拘

わ

ら

ず

、

現

代

の

『

管

子

』

研

究

に

お

い

て

は

、
『

集

校

』

に

多

く

採

用

さ

れ

た

註

釈

の

み

が

注

視

さ

れ

、

か

つ

『

集

校

』

の

校

勘

の

ま

ま

に

使

用

さ

れ

る

傾

向

が

顕

著

で

あ

る

。

そ

こ

で

、

本

発

表

で

は

『

管

子

集

校

』

が

採

録

し

た

四

十

二

種

の

註

釈

類

を

中

心

に

、

そ

れ

ら

の

流

伝

過

程

と

版

本

の

伝

世

状

態

を

整

理

し

、

各

種

註

釈

類

が

『

管

子

』

及

び

『

集

校

』

に

ど

の

よ

う

に

帰

結

し

た

の

か

を

検

討

し

て

み

た

い

。 


